











































































































































































































































































































という幟の下でナショナリズムや国粋主義を扇動し国民を統合する国家芸能をつくりだすことはど 説明するのか。戦争によって思想戦・宣伝戦 翼賛という名の下 動員される芸能は、決して「沈滞」ではなく、 家の権威を表象する国家芸能 して 地位に昇り「そ
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論  文  名 近代日本の能楽と植民地朝鮮 
文は、近代日本における能楽の展開を、植民地朝鮮を中心に明らかにし、能楽が芸能として帝国の
社会に果たした役割を考察したものである。
第一部は序章と三つの章から構成されており、序章では能楽に関する研究史を整理し、これまで権
力との関係が未解明であったことを指摘して、本論文の課題を設定している。第一章から第三章にお
いては、明治期から大正期ごろまでの能楽と国家権力との関係の変遷を分析している。明治政府にな
り、近世における幕府の式楽として地位を喪失した能楽が、大衆化の動きによって動揺しながらも、
日清・日露戦争などを通して、天皇を始めとする国家権力とつながり、宗家を中心にした体制に再構
築され、国家に必要な芸能としての地位を獲得していく過程を明らかにした。能楽及び謡曲をめぐる
様々な問題の発生を、能楽内部の問題として捉えるのではなく、近代化する国家と社会との関係から
解明したことが、これまでの研究では見られない新しい成果といえる。
第二部は、六つの章から構成されており、植民地朝鮮における能楽及びその詞章に節をつけてうた
う謡曲の展開を解明している。まず、1905年に京城で開催された京釜鉄道開通式典における祝賀能に
ついて、その実態を明らかにするとともに、能楽を使って大日本帝国の偉観を示す意図と意義につい
て分析している。次に、植民地朝鮮における各地域での謡曲会の活動を、多くの史料にあたり、台湾
での展開や租借地大連などでの能舞台設置と関連させて、基礎的な史実を新たに明らかにした。その
実態を踏まえて、植民地朝鮮においては、能楽及び謡曲が在留する日本人の上流階級にのみ広まって
いただけで、朝鮮の人々には浸透していない状況から、支配者である日本人のアイデンティティーを
強化し、支配される側の民族と差別化を図る文化としての機能を果たしたことを指摘している。
第三部は、四つの章と「おわりに」で構成され、日中戦争が始まり総力戦体制が構築される状況下
で、「内地」において能楽が直面した問題について分析した。国民を戦争に動員するために、政府は
文化も統制して、「健全な娯楽」を「大衆化」する意図から、能楽も他の芸能と同じ扱いにしようと
した。これに対して能楽者たちは抵抗したが、戦意高揚のための新作能をつくるなど、結局は協力し
たことを明らかにした。上流階級の「高級文化」として、他の芸能と差別化を図ることで地位を確立
してきた能楽及び謡曲界が、総力戦下においては伝統芸能ゆえに「国民文化」たることを求められる
という錯綜した様相を描き、抱えていた矛盾を浮かび上がらせている。
これら三部の分析により、国家権力と能楽の関係とその変遷を明確にし、能楽が大日本帝国の本国
内と植民地の双方で果たした文化における機能を、相互の関連性も含めて解明して、新たな歴史像を
提示した。その成果は、日本近現代史研究の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
